
イ．爆薬を輸入し、その販売の業を営もうとする者は、輸入の許可を受けるとともに、販
売営業の許可を受けなければならない。 

ロ．爆薬の販売業者は、販売について火薬類取締法令で定める事項を記載した帳簿を備
え、その帳簿を記載の日から２年保存しなければならない。 

ハ．爆薬の製造業者が、その製造した爆薬を製造所外に販売所を設けて販売する場合、そ
の販売所が製造所と同一県内であれば、販売営業の許可を受ける必要はない。 

ニ．譲渡により爆薬の販売営業の事業を継承した者は、新たに販売営業の許可を受けるこ
となくその業を営むことができる。 

(1) イ、ロ (2) イ、ハ (3) イ、ニ (4) ロ、ハ (5) ロ、ニ (6) ハ、ニ 
（令和６年度 共通 問２） 

問２－２ 
正解（１） 
解説 イ 正しい。 

設問のとおり。（法第24条第１項および第５条参照） 
ロ 正しい。 

設問のとおり。（法第 41 条第１項および第２項ならびに規則第 11 条第２項参照） 
ハ 誤り。 

法第５条ただし書により、爆薬の製造業者がその製造した爆薬をその製造所におい
て販売する場合、販売営業の許可を受ける必要はないが、製造所外において販売所を
設けて販売する場合には、ただし書は適用されない。したがって、同一県内であって
も改めて販売営業の許可を受けなければならない。（法第５条参照） 

ニ 誤り。 
記述のように事業を継承した者は、法第５条ただし書の規定に該当しないので、そ

の販売所ごとに新たに販売営業の許可を受けなければならない。ただし、申請書類の
一部（事業計画書）の添付を省略することができる。 

（法第５条および規則第 10 条第１項ただし書参照） 
したがって、正しい記述はイおよびロであり、正しい組合せは(１)である。 

 

問２－３ 火薬類の販売についての次の記述のうち、正しいものの組合せはどれか。(1)〜
(6)の中から選べ。 
イ．ある県に販売所を有する爆薬の販売業者が、同一県内に新たな販売所を開設する場合

は、改めて販売営業の許可を受ける必要はない。 
ロ．爆薬の製造業者が、その製造した爆薬をその製造所で販売する場合は、販売営業の許

可を受ける必要はない。 
ハ．爆薬の販売業者が帳簿に記載すべき事項の一つに、譲受人または譲渡人の住所がある。 
ニ．爆薬を輸入し、その爆薬の販売の業を営もうとする場合は、輸入の許可を受ければ、

販売営業の許可を受ける必要はない。 
(1) イ、ロ (2) イ、ハ (3) イ、ニ (4) ロ、ハ (5) ロ、ニ (6) ハ、ニ 

（令和５年度 共通 問２） 

問２－３ 
正解（４） 
解説 イ 誤り。 

火薬類の販売の業を営もうとする者は、販売所ごとに販売営業の許可を受けなけれ
ばならない。したがって、たとえ同一県内であっても、記述の者が新たな販売所を開
設する場合は、改めて販売営業の許可を受ける必要がある。（法第５条本文参照） 

ロ 正しい。 
設問のとおり。（法第５条ただし書参照） 

ハ 正しい。 
設問のとおり。販売業者が帳簿に記載すべき事項には、記述のほかに、取引した火

薬類の種類および数量、取引の年⽉日ならびに譲受人または譲渡人の⽒名などがあ
る。（規則第 11 条第１項参照） 

ニ 誤り。 
記述の場合は、輸入の許可を受けるとともに、法第５条ただし書の規定に該当しな

いので、販売営業の許可も受けなければならない。 
（法第 24 条第１項および第５条参照） 

したがって、正しい記述はロおよびハであり、正しい組合せは(４)である｡ 
 
３．貯蔵 
３－１ 貯蔵の区分および最⼤貯蔵量 

(1) 甲種問題 
火薬庫における貯蔵火薬類の区分、火薬庫の最⼤貯蔵量についての問題である。 

問３－１－１ 同一の一級火薬庫（最⼤貯蔵量爆薬換算４トン）に同時に貯蔵することがで
きる火薬類として、次の記述のうち正しいものの組合せはどれか。(1)〜(6)の中から選べ。 
イ．含水爆薬３トン、⿊⾊火薬２トン、導爆線 20 キロメートル 
ロ．ダイナマイト３トン、無煙火薬２トン、導火線 40 キロメートル 
ハ．トリニトロトルエン２トン、電気雷管 120 万個、導火管付き雷管 10 万個 
ニ．電気雷管 200 万個、導火管付き雷管 60 万個、導火管５キロメートル 
(1) イ、ロ (2) イ、ハ (3) イ、ニ (4) ロ、ハ (5) ロ、ニ (6) ハ、ニ 

（令和７年度 甲種 問 11） 

問３－１－１ 
正解（１） 
解説 イ 正しい。 

記述の火薬類は、一級火薬庫における貯蔵火薬類の区分が同じであるので、同一の
一級火薬庫に同時に貯蔵することができる。また、一級火薬庫において２種類以上の
火薬類を貯蔵区分にしたがって同棟に貯蔵する場合には、種類ごとにその種類のみに
係る最⼤貯蔵量でそれぞれ貯蔵しようとする数量を除し、それらの商を加えた和が１
より⼤となってはならない。 
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規則第20条第１項の表より、一級火薬庫における爆薬（特定硝安油剤爆薬等を除
く。）の最⼤貯蔵量は40トンなので、記述の最⼤貯蔵量爆薬換算４トンの一級火薬庫
において、１種類のみに係る最⼤貯蔵量は次のとおりとなる。 

特定硝安油剤爆薬等（含水爆薬、硝安油剤爆薬）︓4.8 トン 
爆薬（ダイナマイト、トリニトロトルエン等）︓４トン 
火薬（⿊⾊火薬、無煙火薬等）︓８トン 
電気雷管︓400 万個 
導火管付き雷管︓100 万個 
導爆線︓200 キロメートル 
導火線、導火管︓無制限 

記述の火薬類を１種類のみに係る最⼤貯蔵量に基づいて計算すると、 
含水爆薬︓3トン／4.8トン         ＝0.625 
⿊⾊火薬︓2トン／8トン          ＝0.25 
導爆線 ︓20キロメートル／200キロメートル ＝0.1 

和＝0.975となり、１より小さい。 
以上により、記述の火薬類は、同一の一級火薬庫（最⼤貯蔵量爆薬換算４トン）に同
時に貯蔵することができる。 
（規則第19条第１項の表、第20条第１項の表および第２項参照） 

【注１】令和３年４⽉の規則改正により、日本産業規格Ｋ4801(2006)に規定する硝
安油剤爆薬または日本産業規格Ｋ4827(2004)に規定する含水爆薬は「特定硝安油剤
爆薬等」と定義され、これらの一級火薬庫における最⼤貯蔵量は48トンとなった。
設問ロのダイナマイト、設問ハのトリニトロトルエンは特定硝安油剤爆薬等に該当し
ない。 
【注２】令和３年４⽉の規則改正により、規則第１条の２に規定する火薬のうち、過
塩素酸アンモニウム、アルミニウムおよびブタジエンを主とするコンポジット推進薬
であって、原料として爆薬を使用しないものは「特定コンポジット推進薬」として定
義され、特定コンポジット推進薬10トンを爆薬１トンとして換算されるようになっ
た。その結果、一級火薬庫におけるコンポジット推進薬の最⼤貯蔵量は400トンに、
火薬（特定コンポジット推進を除く。）の最⼤貯蔵量は80トンになった。本設問の
⿊⾊火薬、設問ロの無煙火薬は特定コンポジット推進薬に該当しない。 

ロ 正しい。 
記述の火薬類は、一級火薬庫における貯蔵火薬類の区分が同じであるので、同一の

一級火薬庫に同時に貯蔵することができる。イと同様に1種類のみに係る最⼤貯蔵量
に基づいて計算すると、 

ダイナマイト︓3トン／4トン   ＝0.75 
無煙火薬  ︓2トン／8トン   ＝0.25 
導火線   ︓無制限 

和＝1となり、１を超えない。 
以上により、記述の火薬類は、同一の一級火薬庫（最⼤貯蔵量爆薬換算４トン）に同

時に貯蔵することができる。 
（規則第19条第1項の表、第20条第１項の表および第２項参照） 

ハ 誤り。 
記述の火薬類は、一級火薬庫における貯蔵火薬類の区分が異なるので、貯蔵量の⼤

小を問わず同一の一級火薬庫に同時に貯蔵することはできない。 
（規則第19条第１項の表参照） 

ニ 誤り。 
記述の火薬類は、一級火薬庫における貯蔵火薬類の区分が同じであるので、同一の

一級火薬庫に同時に貯蔵することができる。イと同様に１種類のみに係る最⼤貯蔵量
に基づいて計算すると、 

電気雷管   ︓200 万個／400 万個＝0.5 
導火管付き雷管︓60 万個／100 万個 ＝0.6 
導火管    ︓無制限 

和＝1.1 となり 1 より⼤きい。 
以上により、記述の火薬類は、同一の一級火薬庫（最⼤貯蔵量爆薬換算４トン）に同
時に貯蔵することはできない。 
（規則第 19 条第１項の表、第 20 条第１項の表および第２項参照） 

したがって、正しい記述はイおよびロであり、正しい組合せは(１)である｡ 
 

問３－１－２ 同一の一級火薬庫（最⼤貯蔵量爆薬換算４トン）に同時に貯蔵することがで
きる火薬類として、次の記述のうち正しいものの組合せはどれか。(1)〜(6)の中から選べ。 
イ．含水爆薬 3.6 トン、導爆線 30 キロメートル、空包 20 万個 
ロ．硝安油剤爆薬 2.4 トン、工業雷管 100 万個、導火管付き雷管 10 万個 
ハ．電気雷管 200 万個、導火管付き雷管 40 万個、導火線 50 キロメートル 
ニ．⿊⾊火薬 2.5 トン、ダイナマイト 2.5 トン、実包 60 万個 
(1) イ、ロ (2) イ、ハ (3) イ、ニ (4) ロ、ハ (5) ロ、ニ (6) ハ、ニ 

（令和６年度 甲種 問 11） 

問３－１－２ 
正解（２） 
解説 イ 正しい。 

記述の火薬類は、一級火薬庫における貯蔵火薬類の区分が同じであるので、同一の
一級火薬庫に同時に貯蔵することができる。また、一級火薬庫において２種類以上の
火薬類を貯蔵区分にしたがって同棟に貯蔵する場合には、種類ごとにその種類のみに
係る最⼤貯蔵量でそれぞれ貯蔵しようとする数量を除し、それらの商を加えた和が１
より⼤となってはならない。 

規則第20条第１項の表より、一級火薬庫における爆薬（特定硝安油剤爆薬等を除
く。）の最⼤貯蔵量は40トンなので、記述の最⼤貯蔵量爆薬換算４トンの一級火薬
庫において、１種類のみに係る最⼤貯蔵量は次のとおりとなる。 
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有効である。（火薬学「発破振動」の項参照） 
したがって、正しい記述はイおよびニであり、正しい組合せは(３)である。 

 
８. 計算問題 
８－１ 装薬量等 

ベンチ発破における発破孔の数、穿(せん)孔間隔、最⼩抵抗線または全装薬量を求
める問題である。 

(1) 甲種問題 

問８－１－１ 装薬孔を１列に配置したベンチ発破（ベンチの高さ10 ｍ、せん(穿)孔間隔
3.0 ｍ、せん孔数10孔）において、標準的な発破を⾏った場合の全装薬量は150 kgであ
った。この場合の最⼩抵抗線はいくらか。(1)〜(4)の中から選べ。 

ただし、発破係数は0.20 kg/ｍ3とする。 

(1) 2.0 ｍ  (2) 2.5 ｍ  (3) 3.0 ｍ  (4) 3.5 ｍ 
（令和７年度 甲種 問 19） 

問８－１－１ 
正解（２） 
解説 ベンチ発破における装薬量と発破係数、穿(せん)孔間隔、最⼩抵抗線およびベンチの高さ

との間には、次の関係がある。 
Ｌ＝Ｃ･Ｄ･Ｗ･Ｈ ……………………………………(１) 

ここで、Ｌは１孔当たりの装薬量(kg)、Ｃは発破係数(kg/ｍ3)、Ｄは穿孔間隔(ｍ)、Ｗは最
⼩抵抗線(ｍ)、Ｈはベンチの高さ(ｍ)を⽰す。 

まず、１孔当たりの装薬量を求める。設問のとおり、10 孔分の全装薬量は 150kg であ
るから、１孔当たりの装薬量Ｌは、Ｌ＝全装薬量/孔数＝150/10＝15.0(kg)となる。 

次に、記述の条件は、Ｃ＝0.20(kg/ｍ3)、Ｄ＝3.0(ｍ)、Ｈ＝10(ｍ)であるから、(１)式
にこれらの数値を代入すると、 

Ｌ＝Ｃ･Ｄ･Ｗ･Ｈ＝0.20×3.0×Ｗ×10＝6.0×Ｗ(kg) 
となる。すなわち、最⼩抵抗線Ｗは、Ｗ＝Ｌ/6.0＝15.0/6.0＝2.5(ｍ)となる。 
（火薬学「装薬量の算定」の項参照） 
したがって、正解は(２)である。 

 

問８－１－２ 装薬孔を１列に配置したベンチ発破（ベンチの高さ10 ｍ、せん(穿)孔数10、
最⼩抵抗線3.0 ｍ）において、標準的な発破を⾏った場合の全装薬量は210 kgであった。
この場合のせん孔間隔はいくらであったか。(1)〜(4)の中から選べ。 

ただし、発破係数は0.20 kg/ｍ３とする。 

(1) 2.0 ｍ  (2) 2.5 ｍ  (3) 3.0 ｍ  (4) 3.5 ｍ 
（令和６年度 甲種 問 19） 

問８－１－２ 
正解（４） 
解説 ベンチ発破における装薬量と発破係数、穿(せん)孔間隔、最⼩抵抗線およびベンチの高さ

との間には、次の関係がある。 
Ｌ＝Ｃ･Ｄ･Ｗ･Ｈ ……………………………………(１) 

ここで、Ｌは１孔当たりの装薬量(kg)、Ｃは発破係数(kg/ｍ３)、Ｄは穿孔間隔(ｍ)、Ｗは
最⼩抵抗線(ｍ)、Ｈはベンチの高さ(ｍ)を⽰す。 

まず、１孔当たりの装薬量を求める。10 孔分の全装薬量は 210kg であるから、1 孔当
たりの装薬量は、Ｌ＝全装薬量/孔数＝210/10＝21.0(kg)となる。 

次に、記述の条件は、Ｃ＝0.20(kg/ｍ３)、Ｗ＝3.0(ｍ)、Ｈ＝10(ｍ)、Ｌ＝21kg である
から、(１)式にこれらの数値を代入すると、 

Ｌ＝Ｃ･Ｄ･Ｗ･Ｈ＝0.20×Ｄ×3.0×10＝21(kg) 
となる。これからＤを求めると、Ｄ＝21÷(0.20×3.0×10)＝3.5 
よって、穿孔間隔Ｄは 3.5ｍとなる。（火薬学「装薬量の算定」の項参照） 
したがって、正解は(４)である。 

 

問８－１－３ 装薬孔を１列に配置したベンチ発破（ベンチの高さ10 ｍ、せん(穿)孔数10、
せん孔間隔3.0 ｍ）において、標準的な発破を⾏った場合の全装薬量は150 kgであった。
この場合の最⼩抵抗線はいくらであったか。(1)〜(4)の中から選べ。 

ただし、発破係数は0.20 kg/ｍ3とする。 
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